
(57)【要約】

【課題】演奏者の目の前からピアノ弦とフレームの共鳴

音が直接聞くことが出来、重量は軽く奥行きも狭い、音

量も調節出来る、支柱を不要とした、環境に優しいピア

ノ。

【解決手段】前面の鍵盤１０の上側と下側に響板４ａ４

ｂを垂直にパネル状に設置し、鍵盤の隙間に切り込み１

１を設け、その間に固く薄い桟１４を通し、上響板４ａ

と下響板４ｂとをその桟で継ぎ、一枚の広い面積の響板

４状態とする。駒６と響板４とを振動伝達部材１６で架

け渡して設ける。フレームの前側、後側に薄く高い柱７

ａ７ｂを設け、フレームの周囲は平面に直角に近い角度

の幅広い帯状の枠７ｃを配置する、裏側には更に補強部

材７ｄを設け、支柱を用いず、フレームは硬度の素材を

使用し、弦振動に共鳴する薄く、軽い、強固な、駒留め

を有するフレーム。駒６と響板４と連結したり、連結を

解除する事で音量調節が出来、前面から鮮明な音の出る

ピアノ。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ピ ア ノ 前 面 の 鍵 盤 （ １ ０ ） の 上 側 に 上 響 板 （ ４ ａ ） と 鍵 盤 （ １ ０ ） の 下 側 に 、 下 響 板 （ ４
ｂ ） を 設 置 し 、 鍵 盤 の 隙 間 に 切 り 込 み （ １ １ ） を 設 け 、 そ の 間 に 上 響 板 （ ４ ａ ） に 設 置 し
た 固 く 薄 い 継 ぎ 桟 （ １ ４ ） を 通 し 、 下 響 板 に 設 け た 止 木 （ ２ ４ ） に 固 定 す る こ と に よ り 、
面 積 の 広 い 一 枚 の 響 板 （ ４ ） を 形 成 し 、 駒 （ ６ ） と 響 板 （ ４ ） と を 振 動 伝 達 部 材 （ １ ６ ）
で 架 け 渡 し て 設 け 、 駒 （ ６ ） と 響 板 （ ４ ） と を 連 結 し た り 、 解 除 し た り し て 音 量 調 節 を 可
能 と し た ピ ア ノ 。
【 請 求 項 ２ 】
フ レ ー ム （ ７ ） に 薄 く 高 い 柱 を 前 側 （ ７ ａ ） と 後 側 （ ７ ｂ ） に 設 け 、 フ レ ー ム （ ７ ） の 周
囲 を 前 側 、 後 側 に 、 平 面 に 対 し て 直 角 に 近 い 角 度 で 、 幅 広 く 帯 び の よ う な 枠 状 （ ７ ｃ ） に
配 置 し 、 更 に 、 裏 側 に 補 強 部 材 （ ７ ｄ ） を 設 け 、 太 い 木 の 支 柱 （ ２ ） が 無 く と も 弦 張 力 や
、 衝 撃 に 耐 え る ピ ア ノ フ レ ー ム 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 記 載 の 響 板 （ ４ ） と は 隔 離 状 態 の 駒 （ ６ ） は 弦 振 動 と と も に 前 後 に 振 動 し て も 、
一 定 の 振 動 弦 長 を 保 持 し 、 駒 （ ６ ） が 上 下 に 移 動 し な い 様 に 、 位 置 安 定 の 駒 留 め （ １ ５ ）
を 設 け 、 駒 （ ６ ） と 駒 留 め （ １ ５ ） と の 間 に 防 振 材 を 設 け た ピ ア ノ フ レ ー ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 ア ッ プ ラ イ ト ピ ア ノ に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の ア ッ プ ラ イ ト ピ ア ノ 図 ７ 縦 断 面 で は 響 板 ４ は 本 体 の 裏 側 に お い て 、 垂 直 に 配 置 し て
い る 、 図 ８ 斜 視 図 の フ レ ー ム 裏 側 は 平 ら で 柱 は 無 い 、 鍵 盤 １ ０ を 打 鍵 す る と ア ク シ ョ ン １
２ が 作 動 し 、 ハ ン マ ー １ ３ が 弦 ５ を 打 つ と 、 弦 振 動 が 駒 ６ を 介 し て 密 着 し た 響 板 ４ に 伝 わ
り 弦 振 動 の 音 を 響 板 ４ は 増 幅 す る 。 音 は 背 後 か ら 回 っ て 前 へ 出 て く る 。 響 板 ４ は 支 柱 ２ に
設 け た 打 廻 し ３ に 設 置 さ れ 、 フ レ ー ム ７ は 響 板 ４ と 僅 か な 隙 間 を お い て 支 柱 ２ に 設 置 し て
あ る 。 普 通 の ピ ア ノ は 、 中 音 部 、 高 音 部 で は 弦 ３ 本 で 一 つ の 音 が 出 る 構 造 で あ る 。 一 台 の
ピ ア ノ で 約 ２ ２ ０ 本 の 弦 が 張 っ て あ り 、 そ の 弦 張 力 を フ レ ー ム と 支 柱 で 支 え て い る 。 従 っ
て 重 量 も 約 ２ ０ ０ キ ロ 以 上 も あ る 。 奥 行 き も 有 り 重 く 、 据 置 す る に 、 床 工 事 が 必 要 な 場 合
が 有 る 。 移 動 も 大 変 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し ょ う と す る 課 題 】
従 来 の ピ ア ノ に は 次 の 様 な 欠 点 が 有 る 。 響 板 が 裏 側 に あ る た め 、 音 が 裏 側 か ら 回 り 込 ん で
前 へ 出 る よ う に な る 。 据 置 場 所 が 吸 音 材 を 多 量 に 使 用 し て あ る 部 屋 で は 、 音 は 吸 収 さ れ 音
量 は 小 さ く 聞 こ え る 、 周 囲 が コ ン ク リ ー ト の 様 な 固 い 材 質 で 覆 わ れ た 部 屋 で は 、 音 が 跳 ね
返 り 、 反 復 が 続 く と 残 響 が 多 す ぎ 、 正 確 な 音 を 聞 き 取 る の は 困 難 で あ る 。 裏 側 か ら 出 る 音
は 多 方 面 に ぶ つ か り 合 い 、 吸 収 さ れ 迂 回 し て 音 量 、 音 質 も 違 っ て 聞 こ え る 場 合 が 多 い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ピ ア ノ の 背 面 を 室 内 の 壁 に 接 近 し て 据 置 す る の が 普 通 で あ る 。 裏 側 の 響 板 か ら 出 る 大 き い
音 は 、 そ の 裏 側 の 壁 や 床 等 建 物 に 伝 わ り 、 隣 接 の 部 屋 に 伝 わ る 、 集 合 住 宅 で は 隣 室 が 他 家
の 場 合 迷 惑 に な り か ね な い 。 鍵 盤 を 叩 い て も 音 の 出 な い 装 置 の ヘ ッ ト ホ ン ピ ア ノ も 有 る が
、 振 動 音 が 多 量 の 空 気 を 伝 わ り 、 皮 膚 等 、 体 全 体 で 音 を 感 じ る も の と は 違 い 実 感 が 得 ら れ
な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
普 通 の ピ ア ノ は 約 ２ ト ン の 強 い 弦 張 力 に 耐 え る 丈 夫 な 構 造 に 造 ら れ い る の で 、 重 量 は 約 ２
０ ０ ｋ ｇ 以 上 有 り 、 据 置 す る に は 床 工 事 が 必 要 な 場 合 も 多 い 。 ピ ア ノ の 音 量 も ８ ５ デ シ ベ
ル 乃 至 ９ ５ デ シ ベ ル 程 度 の 大 き い 音 が 出 る の で 、 防 音 カ プ セ ル の 中 に ピ ア ノ を 据 置 し た り
、 防 音 工 事 が 理 想 で あ る 。

10

20

30

40

50

(2) JP 2004-233943 A 2004.8.19



【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
響 板 ４ を ピ ア ノ の 前 面 に 設 置 し 、 演 奏 者 の 眼 前 か ら ピ ア ノ の 音 が 出 る 構 造 に し た 場 合 、 大
音 量 は 必 要 無 く 、 重 量 も 出 来 る 限 り 軽 く 出 来 れ ば そ の 方 が 良 い 。 移 動 も た や す い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ピ ア ノ の 前 面 に 設 置 し た 響 板 ４ か ら 出 る 音 量 は 演 奏 者 が 疲 労 し な い 適 度 な 大 き さ が 求 め ら
れ る 、 普 通 の ピ ア ノ の 場 合 、 中 、 高 音 部 は ３ 弦 で 一 音 図 ５ （ ト ） で あ る が 、 ２ 弦 で 一 音 、
図 ５ （ ヘ ） に 配 置 し 、 全 体 の 弦 数 を 少 な く し た 場 合 、 総 張 力 は 約 ３ 分 の ２ と な り 、 そ の 分
フ レ ー ム ７ の 厚 み は 薄 く な り 、 重 量 も そ の 分 軽 く な る 、 又 、 フ レ ー ム の 材 質 を 固 く 、 普 通
の ピ ア ノ は Ｊ Ｉ Ｓ 規 格 Ｆ Ｃ １ ５ ０ 乃 至 ２ ０ ０ で 鋳 造 し て い る が 、 Ｆ Ｃ Ｄ ４ ０ ０ で 鋳 造 し た
場 合 、 強 度 は 約 ２ 倍 強 と 固 く 丈 夫 に な る の で 、 そ の 分 フ レ ー ム ７ は 更 に 薄 く 、 軽 く 、 鋳 造
し て も 強 度 は 充 分 保 て る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
弦 ５ と 共 に 振 動 す る 駒 ６ は 、 響 板 ４ と か け 離 れ た 位 置 に 配 置 し 、 駒 ６ と 響 板 ４ と は 振 動 伝
達 部 材 １ ６ で 架 け 渡 す 装 置 に な っ て い る 。 駒 ６ に 架 け 渡 さ れ た 振 動 す る 弦 ５ は 、 必 要 な 弦
長 を 保 つ 必 要 性 が 有 る 。 図 １ ・ 図 ２ 駒 ６ が 弦 長 を 変 え な い 、 即 ち 、 上 下 に 移 動 出 来 な い よ
う に 、 フ レ ー ム ７ に 駒 留 め １ ５ が 設 け ら れ て い る 。 駒 ６ は 弦 振 動 と 共 に 前 後 に 振 動 し て も
、 上 下 に 移 動 し て は な ら な い 、 上 下 に 移 動 す る と 振 動 す る 弦 ５ の 長 さ が 変 化 し て し ま う 、
弦 ５ の 長 さ が 変 化 す る と 、 振 動 数 が 変 わ っ て し ま い 、 そ れ は 音 程 が 変 わ る こ と に な る 。 更
に 駒 ６ の 振 動 が フ レ ー ム ７ に 伝 わ ら な い よ う に 、 駒 留 め １ ５ に 防 振 材 ２ １ を 設 け て あ る 。
こ の 防 振 材 ２ １ は 駒 ６ の 振 動 を 妨 げ な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
図 ８ の 斜 視 図 で 示 さ れ た 従 来 の ピ ア ノ フ レ ー ム ７ の 裏 側 に は 柱 は 無 か っ た が 、 図 ３ （ イ ）
７ ｂ に 示 す よ う に こ の ピ ア ノ の 裏 側 に は 薄 く 高 い 柱 が あ る 、 フ レ ー ム ７ の 前 側 図 ３ （ ロ ）
７ ａ も 薄 く 高 い 柱 を 設 置 し 、 弦 張 力 を 保 つ に 必 要 な 、 前 側 の 柱 が 充 分 な 高 さ を 設 け る 事 が
出 来 な い 部 分 で は 、 そ の 不 足 分 を 、 裏 側 の 柱 ７ ｂ を 丈 夫 に し て 、 補 う 事 が で き る 。 又 、 裏
側 に 補 強 部 材 図 ３ （ イ ） ７ ｄ を 、 更 に 設 け る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
図 ３ の フ レ ー ム の 周 囲 を 、 平 面 に 対 し て 直 角 に 近 い 角 度 で 、 幅 広 の 帯 の 様 な 枠 状 図 ３ （ イ
） （ ロ ） ７ ｃ に 配 置 す る こ と に よ り 、 弦 張 力 や 衝 撃 に も 耐 え る フ レ ー ム ７ の 構 造 は 、 図 ７
従 来 の ピ ア ノ の 太 く 重 い 支 柱 ２ は な く と も 図 １ ピ ア ノ １ に 支 障 は な い 。 幾 分 虚 弱 に 見 え る
が 、 周 囲 の 丈 夫 な ケ ー ス ２ ０ と 、 裏 板 ２ ６ で 補 強 す る 。 支 柱 の 無 い 分 奥 行 き は 少 な く 、 重
量 は 軽 く な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
普 通 の ピ ア ノ に 用 い ら れ る フ レ ー ム ７ の 材 質 は 、 Ｆ Ｃ の ね ず み 鋳 鉄 で あ る が 、 こ の ピ ア ノ
図 １ で は 、 硬 度 の 素 材 を 用 い る 他 に 、 合 金 を 混 入 し て 鋳 造 す る 事 に よ り 、 フ レ ー ム の 合 金
独 特 な 、 弦 振 動 に よ る 個 性 的 な 共 鳴 音 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 １ で 示 す 周 囲 の 丈 夫 な ケ ー ス ２ ０ と 裏 板 ２ ６ に 数 本 の ネ ジ で ケ ー ス 内 部 に 固 定 し た フ レ
ー ム ７ は 、 吊 る し た ト ラ イ ア ン グ ル の 様 に 、 弦 振 動 と 共 に 良 く 共 鳴 し 、 そ の 音 は 、 上 響 板
４ ａ と 天 板 ２ ０ と の 間 １ ９ か ら パ ネ ル に 設 け た 通 音 孔 ２ ３ を 抜 け て 演 奏 者 に 伝 わ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
上 響 板 ４ ａ の 裏 側 に 接 着 し た 響 棒 １ ８ の 下 部 側 面 に 、 厚 み 約 ４ ミ リ 前 後 、 幅 約 ２ ５ ミ リ 位
の 、 下 響 板 ４ ｂ の 止 木 図 ４ （ ニ ） ２ ４ の 下 部 迄 届 く 長 さ に 加 工 し た 繋 ぎ 桟 １ ４ を 取 り 付 け
、 図 ４ （ ハ ） 鍵 盤 １ ０ の 隙 間 に 切 り 込 み １ １ を 設 け 、 そ の 隙 間 の 間 に 、 そ の 継 ぎ 桟 １ ４ を
通 す 。 上 響 板 ４ ａ か ら 延 長 し た 繋 ぎ 桟 に 、 ネ ジ 止 め す る に 適 し た 位 置 に 、 下 響 板 ４ ｂ の 上
側 表 面 に 止 木 図 ４ （ ニ ） ２ ４ を 設 置 し 、 上 響 板 ４ ａ か ら 延 長 し た 繋 ぎ 桟 １ ４ を 止 木 ２ ４ に
ネ ジ 止 め し て 固 定 し 、 図 ４ （ ホ ） 上 下 響 板 を 一 枚 の 働 き を す る 大 き い 響 板 ４ に す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
前 記 響 板 ４ は 着 、 脱 が 可 能 で あ る 。 ケ ー ス 内 部 に 設 置 し た 打 ち 廻 し ３ に 、 響 板 ４ を は め 込
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み 、 響 板 ４ の 周 囲 を 打 ち 廻 し ３ に 固 く ネ ジ 止 め し 、 響 板 ４ と ケ ー ス と を 完 全 に 密 着 す る 。
又 、 全 く 違 っ た 性 質 の 構 造 を 持 つ 響 板 ４ と 入 れ 替 え が 可 能 で 、 違 っ た 特 徴 を 持 つ 響 板 ４ に
交 換 し た 場 合 、 音 色 、 音 量 も 違 っ て く る 。 特 徴 あ る 好 み の 音 色 を 保 持 す る 響 板 ４ を 選 び 、
取 付 け 演 奏 す る と 違 っ た 感 じ の 音 楽 を 鑑 賞 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ６ 響 板 ４ と 駒 ６ と を 振 動 伝 達 部 材 １ ６ で 連 結 し た り 、 解 除 し た り す る と 音 量 調 節 が 自 由
に 出 来 る 。 解 除 し た 場 合 に は 、 図 １ 響 板 ４ か ら は 音 は 出 な い 。 本 体 内 部 の ピ ア ノ 弦 ５ 振 動
と 、 共 鳴 に 依 る フ レ ー ム ７ の 音 が 上 響 板 ４ ａ と 、 天 板 ２ ０ の 間 １ ９ か ら 聞 こ え 、 更 に 音 を
小 さ く す る に は 、 パ ネ ル ２ ２ の 通 音 孔 ２ ３ を 塞 い て し ま え ば 更 に 音 は 小 さ く な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 １ の ピ ア ノ 本 体 １ 裏 板 ２ ６ は 上 下 、 左 右 か ら の 衝 撃 に 耐 え る 丈 夫 な 材 質 で 周 囲 の ケ ー ス
に 固 定 し 、 そ の 裏 板 全 面 を 塞 い で し ま う と 、 本 体 の 裏 側 ピ ア ノ の 後 ろ 側 に は ピ ア ノ の 音 が
大 き く 聞 こ え な い 。 裏 側 に も ピ ア ノ の 音 が 聞 こ え る 方 が 良 い 場 合 に は 、 塞 い だ 裏 板 に 通 音
孔 を 設 け れ ば 良 い （ 通 音 孔 は 図 示 せ ず ） 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
請 求 項 １ に 係 わ る ピ ア ノ で は 、 図 １ の 前 面 の 鍵 盤 １ ０ の 上 部 に 上 響 板 ４ ａ と 鍵 盤 １ ０ の 下
側 に 下 響 板 ４ ｂ を 設 置 し 、 鍵 盤 の 隙 間 に 切 り 込 み １ １ を 設 け 、 そ の 間 に 上 響 板 ４ ａ に 接 置
し た 固 く 薄 い 継 ぎ 桟 １ ４ を 通 し 、 下 響 板 ４ ｂ 上 部 に 設 け た 止 木 ２ ４ に 上 響 板 ４ ａ に 取 り 付
け た 繋 ぎ 桟 １ ４ を 固 定 す る と 、 面 積 の 広 い 一 枚 の 響 板 ４ に な る 。 駒 ６ と 響 板 ４ と を 振 動 伝
達 部 材 １ ６ で 架 け 渡 し て 設 け 、 駒 ６ と 響 板 ４ と を 連 結 し た り 、 解 除 し た り し て 音 量 調 節 が
可 能 と し た ピ ア ノ 。
【 ０ ０ １ ８ 】
請 求 項 ２ で は 、 図 ３ の フ レ ー ム 板 ７ に 対 し て 約 直 角 に 、 前 側 、 後 側 、 に 薄 く 高 い 柱 ７ ａ ７
ｂ を 設 け 、 フ レ ー ム ７ の 周 囲 を 平 面 に 対 し て 約 直 角 に 、 幅 広 く 帯 び の 様 な 枠 状 ７ ｃ に 配 置
し 、 更 に 裏 面 に は 補 強 部 材 ７ ｄ を 設 け 、 張 力 や 衝 撃 に 耐 え ら れ る 構 造 の フ レ ー ム 。
【 ０ ０ １ ９ 】
請 求 項 ３ に つ い て は 図 １ ・ ２ の 本 体 内 部 に 所 定 数 の 弦 ５ を ま た ぐ よ う に 張 架 さ れ た 駒 ６ は
、 弦 ５ の 振 動 と 共 に 前 後 に 振 動 し て も 、 一 定 の 振 動 弦 長 を 保 持 し な く て は な ら な い 。 駒 ６
が 上 下 に 移 動 し な い 様 に 、 フ レ ー ム に 駒 留 め １ ５ が 設 け ら れ 、 駒 ６ と 駒 留 め １ ５ と の 間 に
防 振 材 ２ １ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 防 振 材 は 駒 の 振 動 を 妨 げ な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 実 施 例 】
以 下 添 付 図 面 図 １ ～ 図 ６ に 従 っ て 、 実 施 例 を 説 明 す る 。 図 １ に お い て 鍵 盤 １ ０ を 打 鍵 す る
と 本 体 内 部 の ア ク シ ョ ン １ ２ が 始 動 し 、 ハ ン マ ー １ ３ が 弦 ５ を 打 つ 、 フ レ ー ム ７ に 埋 設 さ
れ た チ ウ ニ ン グ ピ ン ８ と ヒ ッ チ ピ ン ９ と に 張 架 さ れ た 弦 ５ は 振 動 し 、 弦 振 動 は 駒 に 伝 わ り
同 時 に 駒 ６ は 弦 ５ と 共 に 振 動 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 １ の 前 面 の 鍵 盤 １ ０ の 隙 間 に 切 り 込 み １ １ を 設 け 、 そ の 間 に 、 上 響 板 ４ ａ の 裏 側 に 接 着
し た 響 棒 １ ８ の 下 側 脇 に 設 置 し た 固 く 薄 い 継 ぎ 桟 １ ４ を 通 し 、 鍵 盤 １ ０ の 上 側 に 上 響 板 ４
ａ を 設 置 し 、 下 響 板 ４ ｂ 上 側 に 設 け ら れ た 止 木 ２ ４ に 継 ぎ 桟 １ ４ を ネ ジ 止 め し 固 定 す る こ
と に よ り 、 面 積 の 広 い 一 枚 の 響 板 ４ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 １ の 駒 ６ と 響 板 ４ と は 振 動 伝 達 部 材 １ ６ で 架 け 渡 さ れ 、 弦 振 動 に 依 っ て 振 動 す る 駒 ６ の
振 動 が 響 板 ４ に 伝 わ り 、 響 板 ４ は 弦 振 動 を 増 幅 し 、 ピ ア ノ の 前 面 の 演 奏 者 に 、 鮮 明 に 聞 こ
え る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
前 記 の 駒 ６ と 響 板 ４ と を 振 動 伝 達 部 材 １ ６ で 連 結 し た り 、 連 結 を 解 除 す る こ と で 音 は 小 さ
く な る 。 連 結 を 解 除 す る と 駒 ６ の 振 動 が 響 板 ４ に 伝 わ ら な い の で 、 響 板 ４ か ら 音 は 出 な い
。 弦 振 動 と 、 フ レ ー ム ７ の 共 鳴 音 が 、 上 響 板 ４ ａ と 天 板 ２ ０ の 間 、 内 部 空 間 １ ９ か ら 音 が
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出 る 。 パ ネ ル の 通 音 孔 ２ ３ を 塞 ぐ 事 に よ り 、 更 に 音 は 小 さ く な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 ６ に 示 す よ う に 響 板 ４ に 穴 を あ け て 各 穴 内 に リ ン グ 状 の 防 振 材 ２ １ を そ れ ぞ れ は め 、 各
防 振 材 ２ １ 内 に 前 方 か ら ね じ 棒 ２ ７ を 通 し て い る 、 ね じ 棒 ２ ７ に つ ま み ２ ８ を と り つ け 、
そ の 先 端 に ネ ジ を 切 っ て あ る 。 振 動 伝 達 部 材 １ ６ の 前 端 に 雌 ね じ を 切 っ て 雌 ね じ に ね じ 棒
２ ７ を ね じ 込 ん で い る 、 つ ま み ２ ８ を 右 に 廻 す と 弦 ５ と 駒 ６ の 振 動 は 響 板 ４ に 伝 わ り 響 板
４ は 弦 振 動 を 増 幅 し 音 が 出 る （ リ ） 。 つ ま み ２ ８ を 左 に 廻 し ね じ を 緩 め る と 響 板 ４ に は 弦
５ と 駒 ６ の 振 動 は 伝 わ ら ず 、 響 板 ４ か ら は 音 は 出 な い （ チ ） 。 駒 ６ と 響 板 と の 連 結 し た り
解 除 す る 方 法 は そ の 外 の や り 方 で も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 １ の 音 は 前 面 か ら の み 発 音 し 、 裏 側 か ら 音 は 出 な い 、 音 量 を 小 さ く し た 場 合 、 裏 側 で の
音 量 は か な り 小 さ く な る 。 裏 側 に も ピ ア ノ の 音 が 聞 こ え る 方 が 良 い 場 合 に は 、 裏 板 ２ ６ に
通 音 孔 を 設 け れ ば よ い （ 通 音 孔 は 図 示 せ ず ） 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 ２ の フ レ ー ム ７ の 形 は 必 要 な 部 分 の 面 積 を 残 し て 形 成 し た も の で 、 余 分 な 部 分 を 省 き 、
極 力 弦 張 力 や 衝 撃 に 耐 え ら れ る 、 華 奢 な 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 ３ （ ロ ） は フ レ ー ム の 前 側 に 薄 く 柱 ７ ａ を 高 く し て あ る 。 図 ８ に 示 す 従 来 の ピ ア ノ の よ
う な フ レ ー ム の 裏 側 は 平 ら で 柱 は 無 く 、 又 、 面 積 も 広 く し て あ る 。 図 ３ （ イ ） に 示 す よ う
に こ の ピ ア ノ の フ レ ー ム ７ の 裏 側 に は 柱 ７ ｂ を 設 け る こ と が 出 来 る 。 前 側 の 柱 ７ ａ の 高 く
出 来 な い 箇 所 で は 、 そ の 後 側 近 辺 に 、 そ れ を 補 う 分 、 柱 ７ ｂ を 太 く し た り し て 、 強 固 な も
の に す る 。 図 ３ に 示 す フ レ ー ム の 周 囲 も 、 フ レ ー ム ７ の 平 面 に 対 し て 直 角 に 近 い 角 度 で 幅
広 く 帯 の よ う な 枠 状 ７ ｃ を 設 置 し 、 更 に フ レ ー ム ７ の 弱 い 箇 所 で は そ の 後 側 に 補 強 部 材 ７
ｄ を 設 け 、 強 固 な フ レ ー ム を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ２ に 示 す ハ ン マ ー の 打 弦 の 衝 撃 で 弦 と 共 に 振 動 す る 駒 ６ は 、 前 後 に 振 動 し て も 、 上 下 に
移 動 し て は な ら な い 。 上 下 に 移 動 す る と 振 動 弦 長 が 変 化 し て し ま い 、 振 動 数 、 音 程 に 違 い
が 生 じ て し ま う 。 駒 ６ が 上 下 の 移 動 を し な い よ う に 、 固 定 す る 駒 留 め １ ５ を フ レ ー ム ７ に
設 け て あ る 。 こ の 駒 留 め １ ５ に は 、 駒 の 振 動 が フ レ ー ム に 伝 わ ら な い 様 に 防 振 材 ２ １ が 取
り 付 け て あ る 。 こ の 防 振 材 は 駒 ６ の 振 動 を 妨 げ な い 材 質 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 ５ の （ ヘ ） は 駒 ６ に 埋 設 さ れ た 駒 ピ ン １ ７ に 弦 ５ が 張 架 さ れ た 一 部 拡 大 し た 駒 の 部 分 図
で あ る 。 ２ 本 の 弦 で 一 音 が 、 く の 字 型 と 逆 く の 字 型 に 、 駒 ピ ン に 張 架 さ れ 、 そ の 弦 の 形 が
向 き 合 う 様 に 配 置 し て い る 、 図 ５ （ ト ） に 示 す 従 来 の ピ ア ノ で は 駒 ６ に 全 体 が 同 じ 向 き で
弦 ５ を 張 弦 し て い る の で 、 駒 ６ 全 体 に 捩 れ 現 象 が 生 じ て し ま う 、 図 ５ （ ヘ ） は そ れ を 予 防
す る 配 置 に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に 係 わ る ピ ア ノ に お い て は 、 弦 振 動 に 依 る 響 板 の 音 と 、 弦 振 動 に 共 鳴 す る フ レ ー ム
の 共 鳴 音 と が 、 演 奏 者 の 目 の 前 か ら 鮮 明 に 聞 く こ と が 出 来 る 。 そ れ は 演 奏 会 で コ ン サ ー ト
ピ ア ノ の 大 屋 根 を 全 開 に し て 聞 く 音 、 音 色 に 近 似 し て い る 。 フ レ ー ム の 素 材 に 合 金 を 混 入
し て 鋳 造 し て 出 来 た ピ ア ノ の 音 は 、 合 金 の 材 質 の 違 い に 依 っ て 微 妙 に 違 っ て く る 、 例 え ば
、 金 の 鈴 、 銀 の 鈴 、 そ れ ぞ れ が 違 う 音 色 を 保 有 し て い る 。 ピ ア ノ は 極 端 に 違 わ な い ま で も
、 特 色 あ る 音 色 を 保 持 す る す る 事 が で き る 。 音 量 も 、 ピ ア ノ の 裏 側 を 塞 ぎ 、 駒 と 響 板 と の
連 結 を 解 除 す る と 、 響 板 か ら 音 は 出 な い の で 、 周 囲 で の 音 量 は 小 さ い 。 弦 の 振 動 音 と フ レ
ー ム の 共 鳴 音 が ピ ア ノ の 上 部 か ら 聞 こ え 、 周 囲 で 聞 く 音 は 小 さ く と も 、 演 奏 者 に は 聞 こ え
る 、 パ ネ ル の 通 音 孔 を 塞 ぐ と さ ら に ピ ア ノ の 音 は 小 さ く な り 、 周 囲 か ら は 聞 こ え 難 く な り
、 気 兼 ね な く 、 極 く 小 さ な 音 で 指 の 練 習 等 が 出 来 る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
従 来 の ピ ア ノ と 違 い 、 響 板 は 前 面 に 設 置 し て あ る の で 、 フ レ ー ム の 裏 側 に 出 っ 張 る 形 で 高
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い 柱 や 、 補 強 の 桟 を 設 け る こ と が 出 来 る 。 フ レ ー ム の 材 質 を 硬 度 の 素 材 を 使 用 し 鋳 造 す る
と 、 フ レ ー ム は 薄 く 出 来 、 太 く 、 大 き な 、 重 い 支 柱 は 不 要 で 、 奥 行 き も 狭 く 、 重 量 は か な
り 軽 く な る 。 床 の 補 強 の 心 配 は 無 く 、 防 音 室 も 無 く て 済 む 。 移 動 も た や す い 。 金 額 も 、 普
通 の ピ ア ノ よ り 安 価 に 出 来 る 、 し か し 、 フ レ ー ム の 材 質 等 、 特 殊 の 材 料 を 使 用 す る と 高 値
に な る 場 合 も あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 は 発 明 の 内 容 の 全 体 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 は フ レ ー ム の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 （ イ ） （ ロ ） は 、 フ レ ー ム の 斜 視 図 （ 前 側 ・ 後 側 ） で あ る 。
【 図 ４ 】 （ ハ ） （ ニ ） （ ホ ） は 、 上 ・ 下 と の の 継 ぎ 桟 の 説 明 で 、 （ ハ ） は 鍵 盤 の 切 り 込 み
に 継 ぎ 桟 を 通 し た 図 、 （ ニ ） は 上 下 響 板 を 継 い だ 図 （ ホ ） は （ ニ ） の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 （ ヘ ） （ ト ） は 駒 の 一 部 分 を 示 す 簡 略 図 で 、 （ ヘ ） は 本 発 明 を 示 し （ ト ） は 従 来
例 を 示 す 。
【 図 ６ 】 （ チ ） （ リ ） は 駒 と 響 板 と を 連 結 し た り 、 解 除 し た り す る 部 分 図 で あ り （ チ ） は
解 除 し た 図 で （ リ ） は 連 結 し た 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 の ピ ア ノ の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 の ピ ア ノ の フ レ ー ム の 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ピ ア ノ 　 ２ 支 柱 　 ３ 打 ち 廻 し 　 ４ 響 板 　 ４ ａ 上 響 板 　 ４ ｂ 下 響 板 　 ５ 弦
６ 駒 　 ７ フ レ ー ム 　 ７ ａ フ レ ー ム 前 側 柱 　 ７ ｂ フ レ ー ム 後 側 柱 　 ７ ｃ 枠 状 フ レ ー ム 　 ７ ｄ
補 強 部 材 　 ８ チ ゥ ニ ン グ ピ ン 　 ９ ヒ ッ チ ピ ン 　 １ ０ 鍵 盤 　 １ １ 切 り 込 み
１ ２ ア ク シ ョ ン 　 １ ３ ハ ン マ ー 　 １ ４ 継 ぎ 桟 　 １ ５ 駒 留 め 　 １ ６ 振 動 伝 達 部 材
１ ７ 駒 ピ ン 　 １ ８ 響 棒 　 １ ９ 内 部 空 間 　 ２ ０ 天 板 、 ケ ー ス 　 ２ １ 防 振 材 　 ２ ２ パ ネ ル 　 ２
３ 通 音 孔 　 ２ ４ 止 木 　 ２ ５ 止 め ネ ジ 　 ２ ６ 裏 板 　 ２ ７ ね じ 棒 　 ２ ８ つ ま み
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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